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要       約 

マダラ北海道の漁獲量は、1980年代後半以降減少傾向にあったが、2005年以降増加してい

る。沖合底びき網漁業（沖底）の漁獲努力量は1980年代後半以降減少傾向にあり、沿岸漁

業の漁獲努力量に関しては情報が得られていない。このため、資源量指標値として沖底の

CPUEを用いた。北海道周辺海域全体の沖底CPUEは、最近5年間（2007～2011年）増加傾

向にあり、2011年のCPUEは過去27年間（1985～2011年）の最高値であったことから評価

群全体の資源水準は高位、動向は増加と判断した。なお、過去27年間におけるCPUEの変

動は比較的小さく、評価群全体の資源量は1980年代後半以降安定して推移していると考え

られる。各海域の資源状態は、オホーツク海と北海道南海域の資源が高位で増加、北海道

西海域の資源が中位で増加と判断した。以上のことから、資源の動向に合わせた漁獲を行

うことを当評価群の管理方策とし、ABC算定規則2-1)に基づいて海域ごとにABCを算定し

た。資源量指標値の変動傾向に合わせて漁獲した場合の漁獲量をABClimit、それよりやや

少なく、不確実性を見込んだ漁獲量をABCtargetとした。 

 

 2013 年 ABC 資源管理基準 F 値 漁獲割合 
ABClimit 20 千トン 1.0・Cave3-yr・1.21 － － 
ABCtarget 16 千トン 0.8・1.0・Cave3-yr・1.21 － － 

 
年 資源量（千トン） 漁獲量（千トン） F 値 漁獲割合 

2010 － 16 － － 
2011 
2012 

－ 
－ 

20 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

 

水準：高位  動向：増加 

 

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

 

 

 

 

データセット 基礎情報 

漁獲量・漁獲努力量 北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 

太平洋北区沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 

主要港漁業種類別水揚げ量（北海道・青森県） 
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1．まえがき 

マダラは北太平洋沿岸に広く生息する冷水性の魚種である。日本近海では主に北海道周

辺海域に分布し、分布の南限は、太平洋側では茨城県、日本海側では島根県である（三島 

1989）。北海道周辺における系群構造はよく分かっていないが、各繁殖群の回遊範囲は限

定されていると考えられている（服部 1994）。このため、評価群全体の資源の水準およ

び動向を判断するとともに、漁獲量集計範囲を沖合底びき網漁業（以下、沖底）の中海区

に合わせて、オホーツク海（漁獲量集計範囲は沖底の中海区オコック沿岸ならびに沿岸漁

業の猿払村から斜里町ウトロまで）、北海道南海域（漁獲量集計範囲は沖底の中海区道東

および襟裳以西ならびに沿岸漁業の浜中町霧多布から松前町大沢まで（太平洋）と佐井村

およびむつ市脇野沢（陸奥湾））と北海道西海域（漁獲量集計範囲は沖底の中海区北海道

日本海ならびに沿岸漁業の松前町松前から稚内市まで（日本海））の3つに分けた海域ごと

に資源の水準・動向の判断およびABC算出を行った（図2）。なお、北海道南海域に含ま

れるマダラ陸奥湾産卵群に対しては平成19年度から23年度までは資源回復計画、24年度以

降は資源管理計画の下、陸奥湾内の底建網漁業操業統数の削減や、湾内の底建網漁業、小

型定置網漁業および青森県八戸を根拠地とする沖底の農林漁区777-3区および777-6区にお

ける放卵・放精後の親魚と小型魚の再放流、湾内における種苗の放流など同計画に基づい

た取り組みが継続して行われている。 

 

2. 生態 

（1）分布・回遊 

北海道周辺海域はマダラの日本近海における主要な分布域となっており、沿岸から大陸

棚斜面にかけて広く生息している（図1、三島 1989）。系群構造については不明な点が多

いが、各繁殖群の回遊範囲が局所的に存在する産卵場を中心として限定されているため、

産卵期や年齢と成長の関係の海域間差異が大きいと考えられている（服部 1994）。北海

道の太平洋側では襟裳岬以東群と陸奥湾・恵山沖群の2つの系群の存在が示唆されている

（菅野ほか 2001）。 

 

（2）年齢・成長 

マダラは日本周辺に生息するタラ類の中で最も成長が速い（三宅 2003）。北海道南海

域では、被鱗体長が2歳でおよそ40cm、3歳で53cm、4歳で63cm、5歳で71cm、6歳で76cm

に成長し、北海道西海域（武蔵堆）では被鱗体長が2歳でおよそ26cm、3歳で48cm、4歳で

63cm、5歳で73cm、6歳で79cm、7歳で84cm、8歳で87cmに成長する（図3、服部ほか 1992）。

オホーツク海における成長は不明である。 

 

（3）成熟・産卵 

北海道周辺において、マダラの産卵場は分布域全体にわたって存在しており、産卵親魚

は沖合から沿岸へ移動して産卵を行う（図1、水産庁研究部 1986; 三島 1989）。オホーツ

ク海における産卵期は1～3月で（北海道区底曳資源研究集団 1960）、雄では体長40cm以

上、雌では体長50cm以上で成熟した個体がみられる（北海道水産林務部水産局漁業管理課 

2011b）。北海道南海域における産卵盛期は12月下旬～1月で、成熟開始年齢は雄が3歳、雌
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が4歳である(Hattori et al. 1992; 1993)。また、北海道西海域における産卵期は1月～3月下旬

で、50%成熟体長は雄がおよそ50cm、雌が53cmである（北海道区底曳資源研究集団 1960; 

三宅・中山 1987; 北海道水産林務部水産局漁業管理課 2011a）。 

 

（4）被捕食関係 

幼稚魚期には主にカイアシ類を、底生生活に入ってからは主に魚類、甲殻類、頭足類お

よび貝類を捕食している（北海道機船漁業協同組合連合会 1960; 竹内 1961; 三島 1989）。

また、重要底魚類生態調査の結果、オホーツク海においてはズワイガニも捕食しているこ

とが明らかとなっている（柳本 2003）。一方、捕食者は海獣類である(Goto and Shimazaki 

1998)。 

 

3. 漁業の状況 

（1）漁業の概要 

北海道周辺のマダラは、沖底に加え、刺し網、延縄などの沿岸漁業によって漁獲されて

いる。漁獲はほぼ周年あるが、冬季～春季に多い。沖底の漁獲量が多いのは、オホーツク

海では北見大和堆周辺、北海道南海域では十勝～釧路沖、北海道西海域では天売・焼尻島

周辺や稚内北西海域（小海区の稚内ノース場）である。なお、北海道南海域では東北地方

根拠の沖底船も操業している。沿岸漁業の漁獲量が多いのは、オホーツク海では網走市、

北海道南海域では函館市恵山町、えりも町および釧路市、北海道西海域では礼文町である。 

 

（2）漁獲量の推移 

 評価群全体の漁獲量は、1987年の30千トンをピークにその後2004年にかけて減少傾向に

あったが、2005年以降は増加している。2011年の漁獲量は、前年よりも4千トン増加して

19,961トンであった（表1、図4）。このうち、北海道南海域の漁獲量が最も多くて11,279

トン、オホーツク海と北海道西海域の漁獲量がほぼ同じでそれぞれ4,147トンと4,534トン

であった（表1、図4）。 

オホーツク海の漁獲量は、1994年に5,111トンを記録したのを除くと1985年から2006年に

かけて減少傾向にあったが、その後は増加傾向にあり、2011年の漁獲量は前年よりも1千ト

ン増加して4,147トンであった（表1、図5）。この海域では沖底の漁獲量が漁獲量全体に占

める割合が高く、2011年は全体の約9割を占めた。 

北海道南海域における漁獲量は、1980年代後半から1990年代初めにかけて大きく減少し、

1992年以降はおよそ5～10千トンの範囲で推移している（表1、図6）。2003年に1985年以降

最低の4,611トンを記録したが、その後は増加傾向にあり、2011年の漁獲量は前年よりも2

千トン増加して11,279トンであった。この海域では漁獲量全体の3～7割が沖底によるもの

である。なお、陸奥湾におけるマダラの漁獲量は、1986～1991年は1千トンを超えていたが、

その後急減した。2007年以降増加傾向にあり、2011年の漁獲量は149トンであった。 

北海道西海域における漁獲量は、おもに沖底の漁獲量減少に伴い1993年以降減少した

（表1、図7）。2005年以降はおよそ3～5千トンの範囲で推移している。2011年の漁獲量は

前年よりも1千トン増加して4,534トンであった。2005年以降についてみると、この海域で

は漁獲量全体の2～4割が沖底によるものである。 
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（3）漁獲努力量 

 北海道周辺海域全体の沖底（100トン以上のかけまわし船）の漁獲努力量は、1990年代以

降減少傾向にあり、2001年以降は40千網未満である（表2、図8）。2011年の漁獲努力量は、

前年とほぼ同じ31千網であった。オホーツク海における漁獲努力量は1980年代後半以降減

少傾向にあり、1999年以降はおよそ11～13千網の範囲でほぼ横ばいである（表2、図9）。

2011年の漁獲努力量は12千網であった。北海道南海域における漁獲努力量は1980年代後半

以降減少傾向にあり、2003年以降はおよそ10～12千網の範囲でほぼ横ばいである（表2、図

9）。2011年の漁獲努力量は12千網であった。北海道西海域における漁獲努力量は1985年か

ら1999年までは16～23千網の範囲で推移し、その後減少して2002年から2007年までは11千

網で横ばいであったが、2008年以降減少している（表2、図9）。2011年の漁獲努力量は7

千網であった。なお、沿岸漁業の漁獲努力量に関しては情報が得られていない。 

 

4. 資源の状態 

（1） 資源評価の方法 

沖底（100トン以上のかけまわし船）のCPUEに基づいて資源評価を行った。沿岸漁業の

漁獲努力量に関しては情報が得られておらず、沿岸漁業の漁獲量から資源状態を判断する

ことは困難である。 

 

（2）資源量指標値の推移 

 北海道周辺海域全体の沖底CPUEは、1985年以降95～316kg/網の範囲で推移している（表

2、図8）。最近では2007年以降増加し、2011年のCPUEは1985年以降最高の316kg/網であっ

た。なお、過去27年間（1985～2011年）におけるCPUEの変動係数は25%と比較的小さい。 

 オホーツク海における沖底CPUEは、1985年以降短い周期で増減を繰り返しており、最

近では2009年以降増加している（表2、図10）。2011年のCPUEは1985年以降最高の258kg/

網であった。 

 北海道南海域における沖底CPUEは、1985年以降99～489kg/網の範囲で推移している（表

2、図10）。最近では2003年以降増加傾向にあり、2011年のCPUEは前年よりも大幅に増加

して448kg/網であった。 

北海道西海域における沖底CPUEは、1985年以降61～292kg/網の範囲で増減を繰り返して

いる（表2、図10）。最近では2005年以降70～106kg/網の範囲でほぼ横ばいであったが、2011

年のCPUEは前年よりも大幅に増加して189kg/網であった。 

 

（3）漁獲物の銘柄組成 

釧路機船漁業協同組合には北海道南海域の沖底漁獲物の大半が水揚げされており、7尾

入よりも小型の銘柄（未成魚）が水揚げ量全体の3～8割を占める（図11）。未成魚の割合

は、北海道南海域の漁獲量およびCPUEが増加に転じた2004年以降44～60%の範囲で推移し、

顕著な変化はみられないことから、最近は加入が安定していると考えられる。網走漁業協

同組合には、オホーツク海の沖底漁獲物の大半が水揚げされており、未成魚が水揚げ量全

体に占める割合が6割を超える（図12）。2011年は、前年よりも未成魚の割合が大幅に低下

し、より大型の銘柄（とくに6尾入）の割合が増加した。稚内機船漁業協同組合にはオホー
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ツク海と北海道西海域の両方の沖底漁獲物が水揚げされており、未成魚が水揚げ量全体の4

～8割を占める（図13）。2011年は水揚げ量全体が前年よりも大幅に増加したが、未成魚が

占める割合に大きな変化はなかった。小樽機船漁業協同組合には北海道西海域の沖底漁獲

物が水揚げされる。6尾入よりも大型の銘柄（成魚）が水揚げ量の大部分を占め、未成魚の

割合は全体の1割未満と低い。2011年は水揚げ量全体が前年よりも大幅に増加したが、銘柄

組成に大きな変化はなかった（図14）。 

 

（4）資源の水準・動向 

 資源水準は、過去27年間（1985～2011年）における沖底のCPUEの平均値を50とし、35

未満を低位、35以上65未満を中位、65以上を高位とした。また、資源動向は、最近5年間（2007

～2011年）における沖底のCPUEの変化に基づいて判断した。その結果、評価群全体の水

準（資源水準値）は高位(93)、動向は増加と判断された（図15）。また、海域別の資源の

水準・動向は、オホーツク海の資源が高位(121)で増加、北海道南海域の資源が高位(88)で

増加、北海道西海域の資源が中位(64)で増加と判断された（図16）。 

 

5. 資源管理の方策 

北海道周辺海域全体の沖底CPUEの過去27年間（1985～2011年）における変動は比較的

小さく、評価群全体の資源量は1980年代後半以降安定して推移していると考えられる。海

域別にみると、オホーツク海と北海道南海域の資源が高位で増加、北海道西海域の資源が

中位で増加と判断された。以上のことから、資源の動向に合わせた漁獲を行うことを当評

価群の管理方策とする。 

 

6. 2013年ABCの算定 

（1）資源評価のまとめ 

 沖底のCPUEに基づいて判断した評価群全体の資源状態は、高位で増加であった。また、

過去27年間（1985～2011年）における全海域を合わせた沖底のCPUEの変動は比較的小さ

く、資源量は1980年代後半以降安定して推移していると考えられる。各海域の資源状態は、

オホーツク海と北海道南海域の資源が高位で増加、北海道西海域の資源が中位で増加と判

断した。 

 

（2） ABCの算定 
 沖底のCPUEを資源量の指標とし、ABC算定規則2-1)に基づいて海域ごと（オホーツク

海・北海道南海域・北海道西海域）にABCを算定した。なお、ABC算定規則2-1)は今年度

以下の式に改訂された。 

 

   ABClimit ൌ δଵ ൈ Ct ൈ  ଵߛ

   ABCtarget ൌ ABClimit ൈ α 

ଵߛ    ൌ ሺ1 ൅ ݇ሺb I⁄ ሻ) 

 

ここでδଵは資源水準で決まる係数であり、オホーツク海と北海道南海域の資源について
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は高位の時の標準値である1.0、北海道西海域の資源については中位の時の標準値である

0.8とした。Ctは直近3年間（2009～2011年）の平均漁獲量を使用した。ߛଵは資源量指標値

の変動から算定し、݇は係数、bとIはそれぞれ直近3年間の資源量指標値の傾きと平均値で

ある。݇は標準値の1.0、bとIはそれぞれ直近3年間の沖底CPUEの傾きと平均値を用いた。 

各海域のߛଵは、オホーツク海では1.39、北海道南海域では1.19、北海道西海域では1.37と

算定された。海域ごとのABClimitは、オホーツク海では4,235トン、北海道南海域では11,979

トン、北海道西海域では4,215トンと算定された。3海域のABClimitの合計値をマダラ北海

道のABClimitとした。評価群全体のδଵを高位の時の標準値である1.0とし、Ctに直近3年間

の平均漁獲量を用いると評価群全体のߛଵは1.21と算出された。また、安全率αは、標準値

の0.8とした。 

 

 2013 年 ABC 資源管理基準 F 値 漁獲割合

ABClimit 20 千トン 1.0・Cave3-yr・1.21 － － 
ABCtarget 16 千トン 0.8・1.0・Cave3-yr・1.21 － － 

 

（3） ABCの再評価 

昨年度評価以降追加されたデータセット 修正・更新された数値 

2010年漁獲量確定値 2010年漁獲量の確定 

 

評価対象年 
（当初・再評価） 

管理基準 
資源

量 
ABClimit
（千トン）

ABCtarget 
（千トン） 

漁獲量 
（千トン）

2011 年（当初） 1.16Cave5-yr － 16 13  

2011 年（2011 年再評価） 1.12Cave5-yr － 15 12  

2011 年（2012 年再評価） 0.8・Cave3-yr・1.00 － 12 9 20 
2012 年（当初） 1.22Cave5-yr － 18 14  

2012 年（2012 年再評価） 1.0・Cave3-yr・0.96 － 15 12  

 

なお、2011年（2012年再評価）および2012年（2012年再評価）は、平成24年度ABC算定

のための基本規則に基づき計算した。平成23年度同規則を用いた場合、2011年（2012年再

評価）のABClimitは15千トン、ABCtargetは12千トン、2012年（2012年再評価）のABClimit

は18千トン、ABCtargetは14千トンである。 

 

7. ABC以外の管理方策の提言 

未成魚を成熟するまで獲り残し、再生産に振り向けることが資源を持続的に利用するう

えで重要であると考えられる。未成魚に対して現状以上の漁獲圧がかからないようにする

ことが望ましい。 
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